
平
成
２
７
年
８
月
６
日
金
沢

市
税
務
課
が
債
権
総
額
４
６
，

７
８
９
，
８
０
４
円
に
対
し
、

３
，
０
７
１
，
３
０
０
円
（
延

滞
金
含
む
）
の
滞
納
処
分
（
債

権
差
押
）
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、

平
成
２
７
年
９
月
１
８
日
金
沢

市
医
療
保
険
課
が
当
不
動
産
を
、

滞
納
額
１
，
０
１
４
，
５
０
９

円
で
差
押
を
行
っ
た
。

金
沢
市
医
療
保
険
課
は
す
で
に

賃
料
債
権
に
対
し
て
十
分
差
押

の
余
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
人
は
平
成
２
７
年
８
月
２

４
日
金
沢
市
税
務
課
に
、
債
権

差
押
物
件
が
売
買
交
渉
中
で
あ

る
旨
を
伝
え
、
平
成
２
７
年
１

１
月
末
ま
で
全
額
納
付
す
る

「
未
納
の
市
民
税
債
務
の
承
認

及
び
納
付
誓
約
書
」
を
指
示
さ

れ
提
出
、
売
却
代
金
で
完
納
を

誓
約
し
た
。
し
か
し
当
該
物
件

の
売
買
交
渉
中
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
金
沢
市
医
療
保
険
課
が
平

成
２
７
年
９
月
１
４
日
に
不
動

産
の
差
押
を
実
行
、
さ
ら
に
、

不
動
産
を
譲
渡
し
て
も
差
押
債

権
が
消
滅
し
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
金
沢
市
税
務
課
は
平
成

２
７
年
１
０
月
２
０
日
、
不
動

産
の
参
加
差
押
を
行
っ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
差
押
が
売
買
の

交
渉
に
与
え
た
影
響
は
皆
無
と

言
え
ず
、
金
沢
市
民
の
自
己
申

告
納
税
の
努
力
と
権
利
を
著
し

く
阻
害
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
本
人
が
野
々
市
市
に

土
地
を
所
有
し
て
い
る
事
実
を

金
沢
市
税
務
課
に
通
知
し
て
い

る
こ
と
で
も
、
金
沢
市
医
療
保

険
課
の
差
押
可
能
な
財
産
は
差

押
処
分
に
係
る
土
地
の
み
と
は

い
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

金
沢
市
医
療
保
険
課
は
金
沢
市

税
務
課
の
差
押
内
容
に
つ
い
て
、

あ
る
い
は
本
人
の
所
有
す
る
土

地
に
つ
い
て
不
知
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
金
沢
市

医
療
保
険
課
は
徴
収
法

第
５
章
第
６
節
第
２
款

「
財
産
調
査
」
を
行
っ

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
差
押
え
で

財
産
の
選
択
は
、
国
税

徴
収
法
基
本
通
達
第
５

章
第
１
節
第
１
款
第
４

７
条
関
係
第
１
７
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
徴
収

職
員
の
裁
量
に
よ
る
と

し
て
、
賃
料
の
支
払
い

請
求
権
で
な
く
、
不
動
産
を
差

押
え
た
と
し
て
も
必
要
を
超
え

た
差
押
に
該
当
し
な
い
旨
弁
明

す
る
。

し
か
し
、
こ
の
通
達
は
滞
納
者

の
財
産
調
査
を
し
た
上
で
差
押

さ
え
る
財
産
の
選
択
に
あ
た
っ

て
の
基
準
な
い
し
留
意
事
項
に

つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

差
押
の
対
象
と
し
て
ど
の
よ
う

な
財
産
を
選
択
す
る
か
は
、
法

令
の
定
め
は
な
く
、
徴
収
職

員
の
合
理
的
判
断
（
裁
量
）

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
さ

れ
る
が
（
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）
一
方
、
差
押
さ
え
る
べ

き
財
産
の
選
択
は
、
第
三
者
の

権
利
の
尊
重
・
滞
納
者
の
生
活

ま
た
は
事
業
の
維
持
継
続
を
配

慮
し
た
上
で
徴
税
上
の
便
宜
を

考
慮
し
て
行
う
こ
と
。

ま
た
、
滞
納
者
か
ら
の
申
し
出

が
あ
る
と
き
は
、
徴
収
の
確
保

に
支
障
が
な
い
限
り
そ
の
申
し

出
に
係
る
財
産
を
差
押
さ
え
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
解
さ
れ

る
の
で
あ
っ
て
、
金
沢
市
医
療

保
険
課
や
金
沢
市
税
務
課
の
職

員
に
無
制
限
の
裁
量
を
あ
た
え
、

本
人
に
属
す
る
財
産
で
あ
れ
ば

「
何
を
」
差
押
さ
え
て
も
適
法

で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
。

本
人
よ
り
財
産
の
申
告
、
差

押
財
産
の
申
出
が
な
か
っ
た
旨

弁
明
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

行
政
通
達
は
、
行
政
内
の
内
部

規
律
で
あ
っ
て
な
ん
ら
請
求
人

を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
。

逆
に
、
滞
納
者
に
よ
く
話
を
聞

き
合
理
的
な
判
断
を
行
う
よ
う

定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

も
し
、
金
沢
市
医
療
保
険
課
や

金
沢
市
税
務
課
が
ど
の
財
産
を

差
押
さ
え
る
か
に
つ
い
て
無
条

件
・
無
原
則
に
裁
量
が
あ
た
え

ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、

常
軌
を
逸
し
て
い
る
と
し
か
言

い
よ
う
が
な
い
。

ま
た
国
税
徴
収
法
４
８
条
は

著
し
く
超
過
し
た
差
押
及
び
無

益
な
差
押
の
禁
止
を
定
め
て
い

る
。

こ
の
滞
納
処
分
が
明
ら
か
に
超

過
差
押
で
あ
る
と
の
指
摘
に
対

し
、
金
沢
市
医
療
保
険
課
は
金

沢
市
内
を
調
査
し
た
が
差
押
え

れ
る
財
産
が
そ
れ
の
み
で
あ
り
、

超
過
差
押
で
必
要
を
超
え
る
差

押
に
該
当
し
な
い
と
主
張
。

結
果
、
金
沢
市
医
療
保
険
課
が

行
っ
た
差
押
処
分
で
土
地
は
、

平
成
２
７
年
１
１
月
１
７
日
坪

当
た
り
１
３
７
，
２
２
５
円
。

当
初
想
定
す
る
総
額
及
び
、
単

価
交
渉
の
主
導
権
を
失
い
希
望

額
を
大
き
く
下
回
る
総
額
４
，

４
０
０
万
円
余
の
売
買
が
成
立
、

平
成
２
７
年
１
２
月
４
日
に
物

件
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
。

金
沢
市
医
療
保
険
課
及
び
金

沢
市
税
務
課
の
一
方
的
な
行
政

処
分
が
、
売
買
契
約
中
の
価
格

決
定
に
多
大
な
影
響
は
無
視
で

き
な
い
。
結
果
、
回
復
困
難
な

損
害
を
金
沢
市
が
与
え
た
も
の

で
あ
る
。

平
成
２
８
年
８
月

石
川
県
国
民
健
康
保
険
審
査
会

審
査
請
求
・
反
論
書
よ
り
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